
 

令和４年度 地域防災対応力強化研修 実施要項 

～ ともに考える地域防災  個別避難計画の重要性と利用者支援について ～ 

１ 目  的 

   時期、場所、内容を問わず突発的に発生する各種災害等に備え、平常時より地域・専門職・職能団 

体・行政等として予め何を備え、関係者がいかに各々の役割を認識し連携しておくべきかを整理する必 

要があります。 

令和３年に災害対策基本法が改正されたことに伴い、市町村において避難行動要支援者名簿に基 

づく個別避難計画の作成や円滑な実効が求められることとなっており、その具体的な推進には、いわゆ 

る災害弱者の方々を支援する全ての関係者間での平常時からの情報共有や連携が必要不可欠です。 

本研修では、災害時にも対応できる持続可能な地域づくりを目指すために、また災害発生時に迅速 

な対応ができるために、関係者・機関がとるべき行動や備え等について、過去の災害での経験から見え 

た課題や気づきを共有して考える機会とします。 

キーワード ： 災害 SW、行政と福祉専門職等の連携、避難行動要支援者、個別避難計画、

改正災害対策基本法、発災に備えて出来ること、BCP、リスクマネジメント 等 

 

２ 主  催   社会福祉法人富山県社会福祉協議会 富山県福祉カレッジ 

 

３ 共  催   富山県社会福祉法人経営者協議会 

 

４ 後  援 

    富山県地域包括・在宅介護支援センター協議会、富山県老人福祉施設協議会、富山県知的障害者 

福祉協会、（公社）富山県精神保健福祉協会、（一社）富山県介護支援専門員協会、富山県相談支援 

専門員協会 

 

５ 日  時   令和４年１２月６日（火）  １３時３０分～１７時００分 

 

６ 定  員   ９０名程度 

 

７ 会  場    富山国際会議場 ２階 ２０１～２０４ 

              930-0084 富山市大手町１－２   TEL : 076-424-5931 

 

８ 参加対象 

     市町村社協、県・市町村行政（福祉・防災担当課）、DWAT登録者、社会福祉法人役職員等、 

     地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、相談支援事業所、各種関係機関 等 

 

９ 参 加 費     １，０００円 

 

10 申込方法等     別紙申込書に必要事項を記載のうえ、令和４年１１月１６日（水）までに FAXまたは 

              郵送にてお申込みください。 

 

11 参加決定     令和４年１１月２５日（金）までに、参加決定通知を送付いたします。 

R4.11.16 付 会場変更 



 

12 プログラム 

時間 内容 講師等 

13:00 受付  

13:30 開会・オリエンテーション  

13:35 

（30分） 

【講義１】 

「地域における災害時福祉支援体制の整備について」 

・ 他県被災地の被災後の現状、災害 SW、防災と福祉 

・ 地域包括等による避難計画の周知等、昨今の動向 

・ 災害等に備えた地域、法人としてのリスクマネジメント 

 

富山県福祉カレッジ  

学長  大橋 謙策 

 

14：05 

（60分） 

【講義２】 

「過去の災害から福祉専門職として必要な行動・備え・ 

意識を考える」 

・ 災害発生時に SW としてとるべき行動。 

(H30西日本豪雨を踏まえ) 

・ 支援者や他関係機関との平常時からのつながりや 

備えの重要性 

・ 現状の制度や取り組みでの不都合と改善等問題提起 

 

倉敷地域基幹相談 

支援センター施設長   

永田 拓 氏 

 

※ （福）リンク 理事長 

※ 岡山県相談支援専門員

協会 会長 

 

15:05 休憩 （１５分）  

15:20 

（100分） 

 

 

 

25分 

(報告) 

 

 

 

 

25分 

（報告） 

 

 

質疑応答、 

総括講義 

（50分） 

 

【シンポジウム】 

「災害に備えた取り組みと支援・連携・協働 

  ～ それぞれが出来ること、求めること ～ 」 

シンポジスト 

① 富山県地域包括在宅介護支援センター協議会  

研修委員会委員長 

大山地域包括支援センター 管理者   

前田 一明 氏 

（在宅高齢者支援の現状と課題） 

  

② 富山県相談支援専門員協会 会長   

（福）氷見市社会福祉協議会 障害支援課長 

         向井 由美子 氏 

（障害者支援の現状） 

 

助言者：倉敷地域基幹相談支援センター 永田 拓 氏 

コーディネーター：富山県福祉カレッジ学長 

            大橋 謙策  

 

本シンポジウムでは、各々の

分野で、災害発生に備えた平

常時からの取組の現状や、課

題、今後必要な手立て等につ

いて考える 

 

 

「キーワード」 

 ・在宅高齢者・障害者支援 

 ・連携とネットワーク 

 ・地域づくり 

 

 

 

各シンポジストの報告を受け、

助言者、コーディネーター 

からコメント、ディスカッション 

 

17:00 閉会  

 



 

13 そ の 他      

・ 新型コロナウイルス感染拡大状況により、内容が変更・中止となる場合があります。 

中止等する場合は、各受講者（申込担当者）へ事前にご連絡いたします。 

・ 会場は受講者の間隔をとり、学校形式で実施します。 

・ 研修会場では、マスクの着用、こまめな手洗い・手指消毒、咳エチケットの徹底などの感染 

対策をお願いいたします。 

・  研修会場では定期的な換気を行うため、体温調節可能な衣類をご準備ください。 

・ 発熱や咳、風症状がある方は参加をご遠慮ください。 

 

14 問合せ先 

富山県社会福祉協議会  富山県福祉カレッジ教務課 （越村） 

〒930-0094  富山県富山市安住町 5-21  富山県総合福祉会館２階 

TEL：076-432-6513   FAX：076-432-6516 

E メール：koshimura@wel.pref.toyama.jp 

 


